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関連キーワード  補聴器、不快閾値、脳波、聴力評価 
 
 
  
難聴者の聴力改善に補聴器は有効な手段である。
補聴器を快適に使用するためには補聴器のフィッ
ティングが適切になされている必要がある。フィ
ッティングは聞こえの評価結果に基づいて行われ
るが、自身の聞こえ状態を適切に表現できる難聴
者は少なく、適切な聴力評価が困難なため補聴器
が適正に使用できず購入した補聴器が無駄になる
ケースが存在する。難聴者が補聴器の使用を断念
する原因は聴力の改善が得られないことよりも、
周囲の雑音が大きく増幅されることによる不快感
が原因であることが多い。しかしながら難聴者の
多くは高齢者であるため、検査に対する理解が不
良であることが多く適格に不快閾値を測定するこ
とが困難な症例が多い。このため不快閾値の客観
的な評価手法が求められている。 
 脳波の一種である聴覚誘発電位は、音刺激に関
連して自動的に発生する脳波であり、客観的な評
価指標として活用できる可能性がある。共同研究
者らは、音の大きさや不快閾値と聴覚誘発電位の
関係を調査し、健聴者における聴覚誘発電位の分
析により不快閾値の推定ができる可能性を確認し
た。 
本研究では、前記の健聴者を対象に確認された
脳波特性が、難聴者に対しても観察されることを
確認するために、難聴者を対象にした探索的臨床
試験を実施する。音刺激による不快な感覚を脳波
で客観的に定量する方法は報告されていない。 
軽度もしくは中等度の難聴者に対して、音刺激
に対する脳波反応を計測し、事前に取得した主観
報告による不快閾値と脳波解析による不快閾値と
の一致度合いを評価することを目的とする。これ
により健聴者で確認された脳波特性の難聴者にお
ける再現性が確認できる。再現性が確認できた場
合には、脳波を計測するだけで不快閾値が推定で
きる可能性が高まり、再調整の少ない精度の高い
補聴器フィッティングの実現につながることが期
待される。 
 
 
研究の背景および目的 
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今回の研究に際して、音刺激の提示と脳波計測
のための電極の装着が簡単に行える簡易型脳波計
測ヘッドホンを作成した。ノートパソコンから音
刺激を出力し、ヘッドホンに内蔵された電極から
得られた脳波を脳波計経由でノートパソコンに
とりこみ解析した。様々な大きさの音を順に提示
し脳波を計測した。評価時間は５分程度であり実
際の臨床検査として用いる際にも十分実用的であ
ると考えられた。 
周波数、強度が同じ２連発音を提示し、その事
象関連電位のＮ１成分の振幅比を算出した。１発
目の音に対する脳波と２発目の音に対する脳波の
Ｎ１成分を測定し、その変化量を解析した。強大
音、即ち大きすぎて不快な音に対しては２発目の
音に対するＮ１成分の振幅比が減衰するとされて
いる（図１、図２）。 
まず健聴者の症例として、共同研究組織である
パナソニック株式会社の社員１２名に対し検査を
いった。この健聴者を対照した調査では主観的に
申告された不快閾値と、脳波測定による客観的な
不快閾値の平均誤差が５ｄＢ以下となった。 
現在、耳鼻咽喉科補聴器外来を受診され検査に
対する同意が得られた難聴者に対し、同様に脳波
測定による不快閾値の推定を行い、その有効性を
検討中である。
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１．１発目の音に対する脳波 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２．２発目の音に対する脳波（Ｎ１成分が減衰）
 
 
 
 
 
 
 
 
「主な発表論文等」 
 医学関連学会での発表及び投稿を予定 
  
研究の内容および成果 
本助成による主な発表論文等、特記事項および 
競争的資金・研究助成への申請・獲得状況 
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